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◇
防
衛
大
臣
感
謝
状

𠮷 

田 

弘 

志

　

永
き
に
わ
た
り
鹿
追
町
長
と
し
て
、
国

の
防
衛
並
び
に
自
衛
隊
の
任
務
へ
の
深
い

理
解
と
支
援
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

（
平
成
23
年
10
月
15
日
受
賞
）

◇
北
海
道
知
事
感
謝
状

石 

澤 

隆 

志

　

永
き
に
わ
た
り
国
や
道
が
実
施
す
る
各

種
統
計
調
査
の
調
査
員
と
し
て
、
円
滑
・

迅
速
・
正
確
な
調
査
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

（
平
成
23
年
10
月
28
日
受
賞
）

【
町
づ
く
り
貢
献
者
】

　

下
表
の
と
お
り
。

  【
町
づ
く
り
貢
献
】

　
　

在
町
50
年
（
70
歳
以
上
）

■
上
然
別
１
班

　

長
屋
重
成

■
上
然
別
２
班

　

武
者
宏
子
、
松
村
房
子

■
美
蔓
南
班

　

藤
本
一
雄
、
藤
本
信
子

■
美
蔓
北
班

　

山
﨑
武
子

■
笹
川
南
班

　

加
藤
慶
昭

■
笹
川
東
班

　

最
上
英
雄

■
北
瓜
幕
農
栄
班

　

遠
藤
シ
ゲ
、
城
勲

■
中
瓜
幕
中
央
班

　

廣
瀬
春
生

■
東
瓜
幕
東
瓜
幕
班

　

松
浦
優

■
上
幌
内
行
政
区

　

菊
池
信
雄

■
幌
内
中
央
班

　

阿
部
サ
キ
子

■
第
３
区

　

笹
倉
久
義

■
第
４
区

　

埴
渕
賢
治

■
新
生
１
区

　

田
原
芳
雄

■
第
６
区

　

那
賀
島
義
雄
、
横
山
博

■
新
光
１
区

　

東
原
千
惠
子
、
田
中
�
子

■
新
生
２
区

　

西
川
美
津
江
、
三
部
政
弘

■
光
東
１
区

　

佐
藤
恂
、
佐
藤
カ
ヨ

■
光
東
２
区

　

功
刀
隆
是
、
千
葉
秋
季
、
富
田
啓
子
、

　

菅
原
春
男

■
中
央
２
区

　

石
澤
榮
子
、
森
勝
幸
、
小
嶋
弘
子

■
銀
座
区

　

貴
戸
美
智
子

■
東
銀
座
区

　

馬
場
満
洲
夫
、
平
山
宏
治

■
旭
区

　

三
坂
正
章
、
三
坂
タ
カ
子
、
藤
井
正
枝

■
平
成
区

　

渡
邉
敏
秀
、
星
川
茂
子

■
大
栄
区

　

藤
原
ヒ
サ
ヨ

■
日
の
出
区

　

三
浦
妙
子
、
伊
辺
朝
子

■
新
緑
区

　

渡
辺
美
保
、
葛
西
節
子
、
三
坂
壽
子

■
も
み
じ
区

　

金
田
武

■
青
葉
区

　

古
谷
稔
、
浦
田
ヒ
デ
子

■
白
樺
区

　

相
澤
洋
子

■
緑
陽
区

　

瘧
師
智
惠
子

■
み
ど
り
区

　

上
路
い
し
子

■
瓜
幕
西
区

　

正
保
利
子
、
伊
藤
智
子

■
瓜
幕
文
京
区

　

川
島
博
明

（
敬
称
略
、
計
55
人
）

※  

一
部
常
用
漢
字
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

身
体
障
害
者
相
談
員
に
安
井
さ

ん
、
知
的
障
害
者
相
談
員
に
志

賀
さ
ん

　
　
福
祉
課 

福
祉
町
民
相
談
係

　

地
域
相
談
員
は
、「
北
海
道
障

が
い
者
及
び
障
が
い
児
の
権
利
を

守
り
、
障
が
い
者
お
よ
び
障
が
い

児
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
や
規
定

に
基
づ
い
て
、
北
海
道
か
ら
委
嘱

さ
れ
て
い
る
方
々
で
す
。

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
26
年

３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間
、
鹿
追

町
身
体
障
害
者
相
談
員
と
し
て
安

井
正
勝
さ
ん
、
同
知
的
障
害
者
相

談
員
と
し
て
志
賀
純
代
さ
ん
が
町

か
ら
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
で
身
体
障
害･

知
的
障

害
に
関
す
る
ご
相
談
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
身
体
障
害
者
相
談
員

　

安
井　

正
勝 

氏

（
栄
町
１
丁
目
38
番
地

☎
66-

３
２
２
６
）

■
知
的
障
害
者
相
談
員

　

志
賀　

純
代 

氏

（
瓜
幕
西
１
丁
目
78
番
地

☎
67-

２
２
７
６
）

　

な
お
、
障
が
い
者
全
般
に
関
す

る
ご
相
談
は
、
鹿
追
町
ト
リ
ム
セ

ン
タ
ー
福
祉
課
福
祉
町
民
相
談
係

（
☎
66-

１
３
１
１
）
が
窓
口
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

元
人
権
擁
護
委
員 

西
科
さ
ん
へ

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

町
民
課 

戸
籍
年
金
窓
口
係

　

平
成
16
年
１
月
か
ら
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
西
科
隆

さ
ん
が
、
３
月
を
も
っ
て
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
３
期
９
年
の
功
績
に

対
し
て
法
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。（
釧
路
地
方
法

務
局
帯
広
支
局
長
石
井
宗
郎
氏
伝

達
）
ま
た
、
帯
広
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
か
ら
も
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

然
別
川
河
川
敷
の
桜
並
木
を 

ご
観
賞
く
だ
さ
い

農
業
振
興
課 

農
政
係

　
「
ク
テ
ク
ウ
シ
ゆ
う
ほ
村
」（
山

岸
明
会
長
）
で
は
、
然
別
川
周
辺

の
環
境
整
備
と
景
観
形
成
を
目
的

に
、
昭
和
56
年
か
ら
川
の
左
岸
約

18
㎞
に
わ
た
り
桜
並
木
を
造
成
し

て
き
ま
し
た
。
平
成
７
年
に
目
標

の
１
千
５
０
０
本
の
植
栽
を
完
了

し
、
現
在
は
支
障
木
処
理
や
保
育

管
理
を
実
施
。
近
年
で
は
春
に
満

開
の
花
を
咲
か
す
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
も
ご
家
族
で
、

公
園
や
遊
歩
道
で
の
花
見
を
ど
う

ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

商
工
観
光
課 

観
光
振
興
係

　

鹿
追
町
観
光
協
会
で
は
個
人
で

の
旅
行
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
情
報
提

供
を
目
指
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、

各
店
か
ら
の
情
報
検
索
だ
け
で
は

な
く
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ニ
ュ
ー
や
食

べ
る
、
体
験
す
る
な
ど
、
旅
行
で

の
ニ
ー
ズ
か
ら
情
報
を
探
せ
る
よ

う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
い

ま
す
。
各
お
店
や
サ
ー
ビ
ス
の
詳

細
ペ
ー
ジ
に
は
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ

を
入
れ
、
位
置
情
報
を
提
供
。
加

え
て
動
画
再
生
に
よ
り
、
よ
り
魅

力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

四
季
に
合
わ
せ
特
集
ペ
ー
ジ
を

作
製
し
、
鹿
追
で
の
過
ご
し
方
を

提
案
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー

な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と

の
連
携
を
強
化
し
、
広
く
親
し
み

の
あ
る
情
報
提
供
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、

よ
り
楽
し
め
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

な
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

担
当
課
・
係
か
ら

ひ
と
こ
と

お
知
ら
せ

　 

掲
示
板

𠮷田町長より身体障害者相談員
の委嘱状を交付される安井さん

観光協会ホームページ
http://www.shikaoi.net/

人
権
擁
護
委
員
の
活
動
に
は
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

電
話
や
面
接
に
よ
る
相
談
活

動
・
人
権
意
識
を
高
め
人
権

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
だ
だ

く
啓
発
活
動
が
あ
り
ま
す
。


